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【修士論文概要書】 
 
1. はじめに 
戦後の日本における高度経済成長には、多くのアマチュア無線家たちのラジオ技術に
対する傾倒が寄与したことは、あまり知られていない。経済成長を果たすための条件とし
ては、Shumpeter、Romerらが指摘したとおり、ニューアイディアによる既存ネットワー
クの創造的破壊または企業内研究開発などによる内生的技術変化が必要であるとされてい
る。しかし、一方で、Marshalらが主張するとおり、社会に蓄積された既存技術・知識な
どの組み合わせで誰かがどこかでニューアイディアを生み、企業はそれらを単に取り込む
ことで生産を拡大するとの考えも広く支持されてきた。前者の議論に立てば、政府は企業、
大学などにおける研究開発を促進することによって経済成長することが期待され、後者の
議論に立てば、政府はせいぜい教養教育と職業訓練を行っていれば自然に経済成長すると
いうことになる。ここでは、いずれが正しい理論仮説であるのかはさておき、Romerの内
生的技術変化が社会全体に spilloverすることによってMarshalの言う自然な経済成長につ
ながることを議論することとしたい。 
本研究は、アマチュアが一国経済の内生的技術変化、ひいては経済発展をもたらすこ
とを明らかにする。これを実現するため、経済成長理論の先行研究を踏まえた上で、本研
究が調査対象とするアマチュア無線家の活動を検討すべく、アマチュア無線に関する文献
の調査およびフィールドワークを実施した。 
 
2. アマチュア無線の定義 
 
アマチュア無線の法定義は、日本の電波法に基づく命令によると、「金銭上の利益の
ためでなく、もつぱら個人的な無線技術に対する興味に基づき、自己訓練、通信及び技術
的研究を行う」ものとされている。この内容は、国際電気通信連合(ITU)の無線通信規則
(ITU RR)と整合性がとれたものとなっている。 
アマチュア無線家の具体的な活動内容は、自然に発生し刻々と変化する電波の伝播状
況に応じて成立するトリアローグ(3者間対話)を通じて、文化・言語を異にする人々との
偶然の対話の機会を楽しむものであり、また、これを実現するための技術研究・自己訓練
を行うものである。 
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3. 研究の方法 
 
本研究の作業仮説として、Romer(1990)が提示した「内生的成長理論」を採用した。こ
れは、彼の示す生産関数によると、ある時点における生産量を決定づける一投入要素とし
て、技術・アイディアという人的資本が含まれることに着目し、彼ら研究者のニューアイ
ディアは、新商品などに体化され、市場において販売されることで広く社会全体に
spilloverする。このように、企業の研究開発の成果が商品販売などで社会に spilloverする
ことで一般公共財となる。社会全体に拡散したニューアイディアは一般教育、職業訓練な
どを通じて次世代に引き継がれる。次世代からふたたび企業研究者が輩出し、彼らが研究
開発に携わることで内生的技術変化が誘起される。と同時に、社会全体に拡散したニュー
アイディアに惹きつけられたアマチュア(愛好家)が多数出現することで、彼らの間からも
技術変化が生じてくる。こうしたサイクルを通じて、一般公共財としての知識・アイディ
アは、世間に共有され、さらに発展する。こうした公共財から企業内研究へのフィードバ
ック効果の存在を定式化したのが、Romerの言う「内生的技術変化」である。 
 
4. 学校クラブ活動と「アイデンティティ」 
 
本研究を進めるにあたって、まず、アマチュア無線の社会的役割について、主に教育、
災害時通信および発展途上国支援についての文献・資料等の調査を実施した。その結果、
この分野の先行研究に関する文献の存在が確認されたが、これらは、本研究の作業仮説で
ある「アマチュア無線が一国経済の内生的技術変化と経済発展をもたらす。」を示すには
充分なものではなかった。その中で、高橋雄造(2011)の提唱する「アマチュア無線は男子
通過儀礼である」との仮説には、アマチュア無線が電子産業の育成に関わったことを示唆
する内容が含まれており、注目した。 
高橋がその著書「ラジオの歴史～工作の＜文化＞と電子工業のあゆみ」で使用した
「男子通過儀礼」という言葉が文化人類学または民俗学で使われている通過儀礼という言
葉の定義とやや異なっているとしても、学校クラブ活動におけるアマチュア無線活動をそ
の「通過儀礼」のひとつの現場として想定することができると考えた。そこで著者は、学
校クラブ活動の支援をした経験に基づき、これをフィールドワーク結果としてまとめて報
告した。その中で、学校クラブ活動では、クラブ活動に参加している現役部員が、既卒の
先輩たち(OBG)の指導を受けるという形で、アマチュア無線に関する技術・アイディアの
継承がなされていることが確認できた。 
しかしながら、アマチュア無線に関する活動を行うものをはじめとした、学校の科
学・技術系クラブ活動は、21世紀初頭現在衰退の一途をたどっていることが報じられ、
その課題についての議論がなされている。このことについて、高度経済成長期においては、
主として男子がアマチュア無線を通じてラジオ技術を身に付けることは、彼らに対する大
人からの認知をもたらし、高橋の言う成人男子となる「アイデンティティ」として機能し
ていた可能性を指摘した。しかし、当時の「アイデンティティ」は、アナログ技術であっ
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たラジオ技術が未成熟で発展途上であった時期に形成され、たとえアマチュアでも、高橋
の言う「エスタブリッシュメント」としてのプロフェッショナルとも互角に技術開発を進
められる分野であったからこそ成立するものであった。その後、アナログ技術としてのラ
ジオ技術が既に成熟の域に達し、デジタル技術・ソフトウェア技術へ産業技術の中心がシ
フトした 1990年代以降、アマチュア無線が「アイデンティティ」たる要件を満たさなく
なったため、「通過儀礼」としての機能も失われたとの結論を得た。このことは、近年
(2008年)のアマチュア無線資格取得者層の高齢化によっても傍証されている。 
21世紀初頭の日本のアマチュア無線コミュニティの課題として、アマチュア無線家の
「アイデンティティ」意識の保守性と、これによるアマチュア無線家組織の求心力の低下
を指摘した。アマチュア無線家としてのアイデンティティに対するアマチュア無線家自身
の意識は依然保守的なものであり、新たにアマチュア無線の世界に参入した若年層アマチ
ュア無線家のアイデンティティの間にミスマッチを起こし、その結果、若年層のアマチュ
ア無線コミュニティへの参加を阻害している。このような世代間アイデンティティのミス
マッチ事例の一つが「ジャンク市」であることを例示した。 
そのような中、21世紀初頭から、アマチュア無線においても、既存のアナログ技術と
新しいデジタル技術の組み合わせや、デジタル技術のみによってラジオ技術の開発を進め
ることなどが行われるようになった。この分野は、21世紀初頭におけるプロフェッショ
ナルにとっては未踏の領域であり、こうした動きにアマチュア無線家が関わることで、ア
マチュア無線の社会的役割はさらに広がる可能性のあることを示した。 
 
5. 「アマチュア」と「非アマチュア」による電波利用 
 
「アマチュア」による電波利用が、他の「非アマチュア」による電波利用と比較し、
どのような位置づけとなるかを検討するため、著者は自ら各種の「非アマチュア」の無線
従事者国家試験を体験受験し、それぞれの資格を取得するという体験型フィールドワーク
を実施した。その結果、これらの資格を得るのに必要な要件として、法令では「アマチュ
ア」と同等のものを求めており、実際にはその試験項目および内容に大きな差がないこと
を確認できた。 
また、このフィールドワークを通じて、「非アマチュア」とされている無線通信の中
には、行政による電波利用のように、営利を目的としない「公」によるものも含まれてい
ることに着目し、「アマチュア」による電波利用の再位置付けを試みた。そこで、電波利
用を「公」と「私」、「営利目的」と「非営利目的」の 2つの軸に基づいて分類した。そ
の結果、「公」のための「非営利目的」の電波利用が行政による電波利用、「私」のため
の「営利目的」の電波利用が放送局や通信事業者など民間事業体による電波利用、そして
「私」による「非営利目的」の電波利用が「アマチュア無線」だと位置付けられることが
確かめられた。なお、「公」のための「営利目的」の電波利用は、我が国には存在しない
こともあわせて判明した。この分野へのアマチュア無線の進出の可能性が今後の検討課題
となる。 
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6. 起業家としてのアマチュア無線家 
 
若き日にアマチュア無線家であった者が、その後経済界で、アマチュアとしての経験
と技術・アイディアを用いて役割を果たした事例を検討した。その代表的な事例として、
ソニーの創業者である井深大氏を挙げた。ソニーの例に限らず、春日無線電機商会(後の
トリオ、JVCケンウッド)の創業者として知られる春日二郎氏は「アマチュアこそ真のプ
ロフェッショナルである」と説いている。また、井上電機製作所(現・アイコム)を起業し
た井上徳造氏もアマチュア無線家であり、こうした事例は枚挙にいとまがないことを明ら
かにした。なお、無線電信技術を発明したマルコーニも、アマチュアであった。 
このように、こうしたアマチュアたちの志と飽くなき探究心が、ラジオ技術の向上を
もたらし、社会および経済の発展に大いに影響を与えた。 
 
7. おわりに 
 
本研究は、著者の豊富なアマチュア無線局運用経験、複数のアマチュア無線社団局正
員としての活動および各種のアマチュア無線イベントへの参加を通じて垣間見えてきた
「アマチュア無線とは何か」、「アマチュア無線は社会のために役立つのか」、「これか
らアマチュア無線はどうなって行くのか」などの素朴な疑問を踏まえて、Romerなどの提
唱した内生的技術変化と持続的経済成長理論を使って、アマチュア無線が技術および経済
発展に貢献するとの仮説を立て、文献調査およびフィールドワークによってこの仮説を実
証しようとしたものである。 
学校の科学・技術系クラブ活動への OBGの参加をより容易に、より効果的にするため
の制度変更を行うことと、アマチュア無線家の世代間で生じているアイデンティティのミ
スマッチを緩和するため世代間の対話の機会を設けることなどにより、若年層アマチュア
無線家の参加が増大することが期待される。もしこれらが実現すれば、アマチュア無線家
の活動の成果が、内生的技術変化と経済社会の持続的発展を可能にする。 
以上検討してきたとおり、一般社会における技術および知識の蓄積が経済発展につな
がることが期待されるが、そのためには、社会における教養教育等を支える安定した社会
経済基盤の存在が前提となる。よって、いわゆる発展途上国においては、より一般的な社
会経済基盤の構築と学校教育におけるサークル活動の導入を急がなければならない。 
 
[主要参考文献] 
Romer, P. M. (1990) "Endogenous Technological Change," "The Journal of Political Economy 
Vol. 98 No. 5 Part 2: The Problem of Development: A Conference of the Institute for the Study of 
Free Enterprise Systems" 
高橋 雄造(2011)「ラジオの歴史 ～ 工作の<文化>と電子工業のあゆみ」、法政大学出版局 
